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エレベーターの概要

0エレベーターは全国で約 70 万台設置されていると言われている。

0このうち、 （社）日本エ レベータ協会会員企業約 60 社で約 60 万台を保守（さらに

このうち大手五社※が約 9割、シン ドラ一社は約 1%のシ工ア）。その他は独立系

メンテナンス会社等が保守。
※三菱、 目立、東芝、 日本オーチス、フジテック

表 1 エレベーターの年度別新設・保守台数の推移 （単位ー台）

1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 

新設台数数｜｜ 29,007 33,349 34,687 32,563 32,375 34,490 33,775 33,634 34,133 34,618 

保守台 398,098 420,735 445,619 471,260 488,354 511,483 529,668 544,810 559,725 576,462 

表 2 エレベーターの建物用途別年開設置台数（平成 16 年度） （単位 ： 台）

住宅 | 事務所 ｜商業施設｜病院・福祉施設｜特宗教文化施設｜駅舎・空港｜工場・倉庫｜ その他 II 合計

18,024 I 2,913 I 2.911 I 4,483 I 2.22s I 819 I 1,769 I 1. 156 II 34,360 
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※表 1 、表 2 ともに （社）日本エレベータ協会調べ

ロープ式エレベーターの構造（機械室あり）

巻上機 ロープを駆動してかごを上昇させる装置

制御盤速度や運行管理など様々な制御を司る装置

調速機 かごの速度が規定値を超えたことを検出し、

園田置

エレベーターを停止させる装置

メインロープ

三方枠

戸閉め安全装置：セーフティシュー （エレベーターのかご扉先
端に取り付けられている障害物検出装置） が
動作すると 、閉まりかけた戸が反転して開く 。

ガイドシュー かごをガイドレールに沿って案内

する機器

かご非常止め装置ーかごの速度が規定値を超えた場合、 調速
機の動作によって動きを止める安全装置

ガイドレール この レールに沿ってかごが昇降する。

つり合いおもり ロープにかかる荷重の差を小さくしてつ り合いをとり、
メインロープと綱車の聞の摩擦力を生み出す。

テールコー ド

リ ミ ットスイッチ

冨冨..  

緩衝器．かごやつり合いおもりが昇降路のピット（底部）

に衝突した場合の衝撃を緩和する安全装置
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